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　　　　　　項　目

入浴料（一般）

入浴料（中学生）

入浴料（小学生）

年間入浴料（町民）

入浴料（町民）

回数券（一般１１回）

回数券（一般２６回）

回数券（中学生１１回）

回数券（中学生２６回）

回数券（中学生１１５回）

回数券（小学生１１回）

回数券（小学生２６回）

回数券（小学生１１５回）

　　　改定後

　　　５００円／回

　　　３００円／回

　　　２００円／回

　３，０００円／年

　　　２００円／回

　５，０００円／綴

１１，０００円／綴

　３，０００円／綴

　６，６００円／綴

１５，０００円／綴

　２，０００円／綴

　４，４００円／綴

１０，０００円／綴

　　　現　　在

　　　４５０円／回

　　　２００円／回

　　　１００円／回

　３，０００円／年

　　　１００円／回

　４，５００円／綴

　　　　―

　２，０００円／綴

　　　　―

　　　　―

　１，０００円／綴

　　　　―

　　　　―

　町民の皆さまのご負担が増える点につきましては、心苦しいところではありますが、
経費の抑制を目指しながら、サービスの質の向上に努め、町民の皆さまのご期待に応え
て参ります。ご理解のほど、よろしくお願いいたします。
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まちトピ town topic

　令和 7 年 1 月 8 日、中央公民館大ホールにて令和 7 年最上
町新春賀詞交換会が行われました。はじめに、東大名誉教授で、
まちの魅力づくり研究室理事の堀繁氏から、「景観まちづくり
の勘どころ　～人が来てお金が落ちるにはどうしたらよいか
～」と題し基調講演が行われ、町に人を誘い込む仕掛けが重要
との話しがありました。続いて行われた賀詞交換会では、参加
者同士が新年のあいさつを取り交わしながら、新年の抱負を語
り合いました。

道 の駅の新たな魅力に

　１月１７日、道の駅もがみ「あっつぇ」にて東北農林専門職
大学付属農林大学校地域協働研究に関する発表・試食会が開催
されました。令和 4 年度より、同大学校農産加工学科から「最
上町産アスパラガス」をテーマとした加工品の研究に取り組ん
でいただいており、学生は試作品の開発に向け、町内の直売所
の見学や最上町のアスパラガス栽培に関する背景を学習しまし
た。試作品として、アスパラガス中華まん、最上キクイモチッ
プス、最上しいたけチップス、最上赤ニンニクオイル漬、アス
パラと赤ニンニクのソースが振る舞われ、商品化に向けた意見
交換が行われました。
　今回提案を受けた試作品は、参加者から高評価の声が上がり、
商品化を視野に入れて検討を進めます。

新 春賀詞交換会が行われました

　山形地方法務局及び新庄人権擁護委員協議会では、次代
を担う小学生が「親切」「思いやり」などの人権をテーマと
した文字を書くことを通じて、人権尊重の重要性、必要性
について理解を深めるとともに、豊かな人権感覚を身に付
けることを目的として、人権書写展を実施しています。町
でも町内の小学５、６年生が人権に関わる言葉を丁寧な筆
遣いで表現した作品が多数、町中央公民館に展示されまし
た。

中 央公民館で人権書写展が行われました
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